
第17回　「三味線の話」　伊藤和楽器店・伊藤　驍さん

出席者（22名） 南、戸田、弓野、上野、斉藤、遠藤、浦野、吉田、
御菩薩木、加藤、金田、栗栖、菊地、竹内、永山、仁科、冨野、大島、一般4名

　伊藤さんは、江戸東京博物館で行われた「東京三味線」展示・製作実演会に出演している和楽器職人
で、以前芸大の講師もしていた方です。今回、三味線の話をして頂きました。日本の邦楽ですが、三味
線の棹は紅木（ｲﾝﾄﾞ）、糸巻き、撥、駒、は象牙（外国）で国産では作れません。皮は猫の皮です。

2013年1月26日（土）13:30～名細公民館　「第14回・男のゆうゆう塾」
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第17回　「三味線の話」　伊藤和楽器店・伊藤　驍さん

2013年1月26日（土）13:30～名細公民館　「第14回・男のゆうゆう塾」

　三味線の話の後、御嬢さん達（姉のあんなさん、妹のるかさん）が、箏で「春の海」「水面」、三味線で「兎と亀
」を演奏してくれ、最後は、三味線を手に取って弾き方の指導をしてくれました。素晴らしい講座になりました。
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